
の
二
つ
に
便
宜
上
分
け
て
説
明
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
折
口
信
夫
の
研
究
創
作
分
野
は
、
こ
の
よ
う

な
分
類
を
拒
む
く
ら
い
連
携
し
絡
み
合
っ
て
お
り
、
ま
た
本
来
の
人
文
学
研
究
の
方
法
論
は
、
元

来
こ
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
そ
の
よ
う

に
区
分
し
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
の
現
状
を
改
め
て
記
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

１
、
国
文
学
の
研
究
領
域
と
創
作
領
域
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
研
究
或
は
同
時
代
文
学
の
研

　
　

究
に
資
す
る
資
料
と
し
て
、
第
一
次
資
料
（
自
筆
原
稿
、
書
き
入
れ
原
稿
等
、
手
帖
、
日
記

　
　

手
控
え
、
メ
モ
、
浄
書
原
稿
）
と
第
二
次
資
料
（
校
正
刷
、
抜
刷
、
図
書
、
雑
誌
、
受
取
書

　
　

簡
、
生
活
関
連
資
料
、
教
育
関
連
資
料
、
そ
の
他
）
に
分
け
て
整
理
を
進
め
、
自
筆
原
稿
、

　
　

受
取
書
簡
の
Ｄ
Ｂ
の
骨
格
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

２
、
民
俗
学
、
宗
教
学
領
域
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
分
類
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
多
く
の
資
料

　
　

の
残
存
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
文
学
領
域
の
資
料
整
理
の
手
法
と
は
若
干
異
な
っ
た

　
　

切
り
口
で
、
「
民
俗
学
資
料
」
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
の
形
で
分
類
、
分
析
し
、
別
方
向
の

　
　

デ
ー
タ
番
号
を
振
っ
て
整
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
民
俗
学
、
宗
教
学

　
　

領
域
に
は
、
折
口
と
彼
の
教
え
子
た
ち
が
複
数
関
与
す
る
調
査
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
そ
の

　
　

報
告
書
、
記
録
な
ど
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

文
学
、
創
作
と
い
う
領
域
が
、
折
口
信
夫
（
釈
迢
空
）
と
い
う
個
人
の
才
能
の
開
花
と
す
れ
ば
、

民
俗
学
、
宗
教
学
領
域
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
と
は
無
縁
で
は
な
い
が
、
よ
り
一
層
外
部
か
ら
の
刺

激
や
見
聞
、
旅
、
歩
行
、
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
に
所
以
す
る
と
い
っ
て
も
い

い
だ
ろ
う
。
彼
が
、
な
に
を
見
、
な
に
を
聞
き
、
な
に
を
調
べ
、
な
に
を
記
録
し
た
か
。
そ
し
て

そ
の
弟
子
た
ち
も
、
彼
の
元
を
巣
立
っ
た
後
、
折
口
に
学
ん
だ
才
能
が
地
域
の
調
査
に
赴
か
せ
、

時
に
は
折
口
と
共
に
調
査
に
入
り
、
思
考
し
て
ま
と
め
た
報
告
書
な
ど
が
、
多
数
存
在
す
る
の
で

あ
る
。

　

言
っ
て
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
共
同
で
の
調
査
や
旅
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
折
口
信
夫
の
知
見

や
思
考
も
、
又
多
く
存
在
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
民
俗
学
、
宗
教
学
と
い
う
分
野
は
、
多
数
の
現

在
性
を
帯
び
た
外
部
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
折
口
の
中
に
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
思
考
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。

　

彼
が
、
民
俗
学
を
補
助
学
と
し
て
、
と
い
う
の
は
、
そ
の
謂
も
あ
る
。

　

こ
れ
を
念
頭
に
、
「
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
」
の
う
ち
民
俗
学
・
宗
教
学
関
連
資
料
を
分
類
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

１
、
民
俗
学
調
査
報
告
書
（
折
口
が
直
接
、
間
接
に
関
わ
っ
た
も
の
、
折
口
の
弟
子
或
は
関
係

　
　
　
　
折
口
信
夫
旧
蔵
受
取
書
簡
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　

― 

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
と
彼
を
取
り
巻
く
人
々 

― 

一　

折
口
信
夫
旧
蔵
民
俗
資
料
に
つ
い
て

　

折
口
信
夫
に
は
、
彼
が
筆
記
し
た
あ
る
い
は
収
集
し
た
未
整
理
、
未
解
読
の
各
種
資
料
が
大
量

に
残
さ
れ
て
い
る
（
以
下
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
。
國
學
院
大
學
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
蔵
）
。

「
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
」
は
、
大
き
く
分
け
て

　

（
ⅰ
）
自
筆
原
稿
を
含
め
た
原
稿
資
料
約
二
五
〇
点
（
断
片
等
も
含
む
）
。

　

（
ⅱ
）
同
時
代
（
大
正
初
年
か
ら
昭
和
二
十
八
年
ま
で
の
）
の
作
家
、
詩
人
、
歌
人
、
さ
ら
に

　
　
　
　

は
近
代
文
学
者
、
民
俗
学
者
、
各
学
術
団
体
、
弟
子
、
出
版
社
な
ど
か
ら
の
受
取
書
簡

　
　
　
　

一
万
二
千
点
以
上
。

　

（
ⅲ
）
手
帖
・
小
型
ノ
ー
ト
な
ど
の
手
控
え
資
料
三
四
〇
点
。

　

（
ⅳ
）
年
譜
関
連
資
料
。

　

（
ⅴ
）
収
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

　

（
ⅵ
）
折
口
文
庫
（
旧
蔵
の
図
書
・
雑
誌
）

　

と
に
大
別
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
、
新
版
『
折
口
信
夫
全
集
』
（
一
九
九
五
年
～
一
九
九
九
年
、
別
巻
４
写
真
集
を
残
し

て
完
結
。
中
央
公
論
新
社
）
刊
行
に
関
わ
っ
て
、
草
稿
資
料
を
含
む
一
部
資
料
の
整
理
と
翻
刻
を

行
い
、
そ
の
成
果
の
多
く
は
当
該
全
集
に
新
資
料
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
群
に
つ
い
て
は
、
全
集
編
纂
の
過
程
で
筆
者
が
応
分
の
整
理
を
行
っ
て
き
た

が
、
し
か
し
そ
の
後
筆
者
が
当
該
研
究
所
の
職
を
離
れ
て
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
多
く

の
資
料
は
整
理
・
解
読
を
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。

　

「
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
」
を
、
そ
の
学
問
的
営
為
の
内
実
か
ら
仮
に

　

（
１
）
文
学
研
究
領
域
お
よ
び
そ
の
裏
打
ち
と
な
る
べ
き
創
作
領
域

　

（
２
）
民
俗
学
、
宗
教
学
研
究
領
域

＊　

  

国
際
文
化
学
科

報
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＊
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博
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ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー

　　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
は
、
大
正
四
年
ロ
シ
ア
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
官
費
留
学
生
と
し
て

来
日
、
二
年
間
の
予
定
で
留
学
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
ロ
シ
ア
の
官
費
留
学
生
と

し
て
ニ
コ
ラ
イ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
が
東
京
帝
国
大
学
に
留
学
し
て
居
り
、
ま
た
オ
ー
ト
ン
・
ロ
ー
ゼ

ン
ベ
ル
グ
が
仏
教
研
究
の
た
め
に
日
本
に
滞
在
し
研
究
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
日
本
と
ロ

シ
ア
は
文
化
研
究
の
分
野
で
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。

　

来
日
し
た
ネ
フ
ス
キ
ー
は
、
本
郷
春
木
町
の
吉
川
古
書
籍
店
を
通
じ
て
知
遇
を
得
た
中
山
太
郎

を
通
し
て
折
口
信
夫
を
知
る
こ
と
と
な
る

（
３
）

。
さ
ら
に
折
口
、
中
山
両
氏
は
「
面
白
い
ロ
シ
ア
人
が

い
る
」
と
し
て
柳
田
国
男
に
彼
を
引
き
合
わ
せ
る
。
す
ぐ
に
柳
田
が
主
宰
す
る
郷
土
会
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
古
代
文
化
を
中
心
と
し
た
研
究
と
調
査
に
携
わ
っ
た

（
４
）

。

　

ネ
フ
ス
キ
ー
と
折
口
信
夫
と
の
か
か
わ
り
は
、
中
山
を
通
じ
て
大
正
四
年
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
折
口
の
國
學
院
で
の
万
葉
集
、
源
氏
物
語
の
講
義
を
聞
く
。
柳
田
を
通
じ
て
日
本
文
学
を

民
俗
学
的
に
解
明
す
る
手
法
を
模
索
し
て
い
た
折
口
の
文
学
講
義
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
極

め
て
新
鮮
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
折
口
に
と
っ
て
は
、
彼
の
万
葉
集
講
義
を
真
剣
に
聞
き
、

大
正
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
万
葉
集
事
典
』
を
熱
心
に
読
み
、
そ
の
見
解
を
真
っ
向
か
ら
批
判
す

る
異
国
人
の
存
在
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

二
人
の
関
係
は
、
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
を
結
い
上
げ
な
が
ら
、
「
水
」
と
い
う
一
点
に
集
約
さ

れ
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
人
の
信
仰
、
文
化
に
お
け
る
「
水
」
は
い
か
な
る
存
在
価
値

を
も
つ
か
、
そ
れ
は
後
に
折
口
信
夫
が
刊
行
す
る
『
古
代
研
究
』
の
中
核
を
な
す
論
文
群
「
若
水

の
話
」
「
水
の
女
」
「
ほ
う
と
す
る
話
―
祭
り
の
発
生
」
に
お
い
て
、
日
本
人
の
信
仰
に
水
が
果

た
す
役
割
を
、
生
と
死
の
、
魂
復
活
の
儀
礼
に
不
可
欠
な
水
の
存
在
を
実
証
し
て
お
く
重
要
な
道

筋
と
な
っ
た
。
次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
る
書
簡
①
は
、
そ
の
過
程
を
示
す
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　

ネ
フ
ス
キ
ー
は
『
万
葉
集
辞
典
』
に
記
述
さ
れ
た
折
口
の
「
を
ち
水
」
は
「
支
那
思
想
か
ら
き

た
も
の
か
」
と
す
る
見
解
を
、
琉
球
の
事
例
を
も
っ
て
批
判
し
、
そ
れ
が
後
に
、
折
口
を
琉
球
採

訪
へ
と
決
意
さ
せ
た
き
っ
か
け
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

大
正
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
柳
田
国
男
が
沖
縄
を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
折
口
信
夫
、

中
山
太
郎
、
ネ
フ
ス
キ
ー
、
松
本
信
広
ら
を
中
心
に
南
島
談
話
会
が
発
足
、
参
会
者
に
も
沖
縄
採

訪
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
折
口
信
夫
は
大
正
十
年
七
月
に
第
一
回
目
の
沖
縄
採

訪
を
敢
行
、
本
島
、
久
高
島
、
津
堅
島
、
国
頭
地
方
な
ど
を
調
査
し
て
回
っ
た
。
追
っ
て
ネ
フ
ス

キ
ー
は
、
大
正
十
一
年
夏
に
宮
古
島
を
中
心
と
し
た
八
重
山
地
方
を
調
査
し
た
。

　
　
　

者
が
関
わ
っ
た
原
資
料
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
写
し
）
。

　

２
、
折
口
信
夫
が
関
わ
っ
た
民
俗
学
関
係
団
体
な
ど
の
資
料
（
國
學
院
大
學
郷
土
研
究
会
な
ど

　
　

の
日
誌
、
関
係
団
体
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
、
名
簿
等
）
。

　

３
、
祭
、
民
俗
芸
能
等
に
関
わ
る
同
時
代
的
資
料
（
開
催
案
内
、
次
第
、
招
待
状
、
台
本
等
）
。

　

４
、
折
口
信
夫
宛
書
簡
（
特
に
民
俗
学
関
係
者
か
ら
の
折
口
宛
書
簡
）
。

　

５
、
歌
舞
伎
等
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
、
民
俗
写
真
（
す
で
に
折
口
古
代
研
究
所
に
お
い
て
整
理
済
み
）

　

６
、
そ
の
他
上
記
に
含
ま
れ
な
い
も
の
。

　

以
上
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
「
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
の
調
査
と
そ
の
評
価
を
通
じ
た
同
時

代
文
学
の
資
料
学
的
研
究
」
、
研
究
番
号2

6
3
7
0
2
5
8

、
研
究
代
表
者
：
松
本
博
明　

2
0
1
4

年
～

2
0
1
6

年
）
を
受
け
て
進
め
て
き
た
研
究
の
成
果
の
う
ち
、
民
俗
学
関
係
の
資
料
整
理
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
そ
の
う
ち
折
口
信
夫
宛
書
簡
（
特
に
民
俗
学
関
係
者
か
ら
の
折
口
宛
書
簡
）
の
整
理

解
読
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
い

（
１
）

。

　
　
　

二　

折
口
信
夫
旧
蔵
民
俗
学
関
係
受
取
書
簡

　

折
口
信
夫
受
取
書
簡
の
う
ち
、
民
俗
学
関
係
者
か
ら
の
書
簡
は
多
数
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
ま

だ
全
体
の
デ
ー
タ
の
整
理
が
済
ん
で
い
な
い
た
め
、
そ
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
す
で
に
整
理
が
進
ん
だ
書
簡
か
ら
、
特
に
興
味
深
い
も
の
を
と
り
あ
げ
た

い
と
思
う
。
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
に
あ
げ
る
五
名
で
あ
る
。
（
数
字
は
点
数
）

　

柳
田
国
男　

六
十
一
通

　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー　

六
通
（
う
ち
妻
イ
ソ
（
磯
子
）
か
ら
の
も
の
二
通
）

　

中
山
太
郎　

二
十
一
通

　

伊
波
普
猷　

二
十
五
通
（
う
ち
妻
冬
子
か
ら
の
も
の
二
通
）

　

早
川
孝
太
郎　

二
十
一
通

　

こ
の
う
ち
柳
田
国
男
か
ら
の
書
簡
に
つ
い
て
は
既
に
解
読
整
理
し
発
表
し
て
い
る

（
２
）

。
彼
を
除
く

四
名
の
民
俗
学
者
は
、
大
正
中
頃
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
折
口
信
夫
と
深
く
か
か
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
も
互
い
に
深
い
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
日
本
の
初
期
の
民
俗
学
を

支
え
た
人
々
で
あ
る
。

折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
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し
た
と
か
云
ふ
学
説
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
琉
球
語
の
、t

i
d
a
,
t
i
:
d
a

（
太
陽
）
は
照、

、る
の
将
然
形

だ
と
思
ひ
ま
す
。
那
覇
辺
り
で
は
今
ま
でt

i
:
d
a

と
言
は
ず
し
てt

i
:
r
a

と
云
ふ
が
、
こ
のt

i
:
r
a

は
御
承
知
の
通
りt
i
:
j
u
y

（
照
る
）
の
将
然
形
で
す
。

　

日
本
語
の
か、

、は
は
川
の
意
味
に
使
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
琉
球
で
は
井
の
意
味
で
す
。
私
の
考
へ

で
は
か、

、は
は
か、

、ふ
（
飼
う
）
の
将
然
形
で
、
即
ち
我
々
を
養カ

う
者
の
意
だ
と
思
ひ
ま
す
。
同
動
詞

の
連
用
形
は
か、

、ひ
で
、
即
ち
貝
（
我
々
の
食
ふ
も
の
。
宮
古
島
の
伊
良
部
で
は
食
ふ
をf

a
u

と
申

し
ま
す
。
そ
のf

は
何
時
で
も
日
本
語
のk

に
当
り
ま
す
）
。

　

古
日
本
人
の
主
な
る
食
物
は
貝
で
あ
つ
た
と
の
証
拠
は
多
数
の
貝
塚
だ
と
思
ひ
ま
す
。
か、

、は
は

我
々
を
養
ふ
物
で
あ
る
か
ら
、
川
に
し
て
も
井
に
し
て
も
さ
し
つ
か
へ
が
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
お

も
ろ
で
は
太
陽
の
事
も
テ、

、

、

、

ル
カ
ハ
と
歌
つ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
マ、

、ラ
（
陰
茎
）
は
梵
語
のm

a
r
a

に
関
係
の
な
い
言
葉
で
、
や
は
り
マ
ル
と
云
ふ
動
詞

の
将
然
形
だ
と
思
ひ
ま
す
。
即
ち
分、

、

、

泌
者
と
か
云
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
分
泌
さ
れ
た
も
の
を
連

用
形
で
マ、

、リ
と
云
ひ
ま
し
た
（
ユ、

、

、

マ
リ
参
照
）

　

日
本
語
の
買、

、ふ
と
云
ふ
動
詞
は
昔
の
物
々
交
換
の
事
を
思
ひ
出
さ
せ
る
。
今
ま
で
物
々
交
換
の

行
は
れ
て
る
所
で
は
買
は
ん
と
す
る
品
物
の
上
へ
（
即
ち
売
物
の
上
へ
）
持
つ
て
き
た
品
物
を
置

い
て
「
如
何
で
す
か
、
此
で
行
け
る
か
」
な
ど
云
つ
て
、
行
け
な
か
つ
た
ら
又
品
物
を
一
つ
づ
ゝ

上
へ
加
へ
ま
す
。
だ
か
ら
か、

、ふ
の
元
の
意
は
上、

、

、

、

へ
置
く
と
か
上、

、

、

、

に
す
る
と
か
云
ふ
意
だ
と
思
ひ
ま

す
。
（
カ
ブ
ル
、
カ
ブ
セ
ル
等
と
同
語
根
）
此
の
か、

、ふ
の
将
然
形
は
か、

、は
（
皮
。
木
の
皮
、
動
物

の
皮
な
ど
）
即
ち
上、

、

、

、

、

、

に
あ
る
も
の
だ
と
存
じ
ま
す
。
売、

、
る
の
元
の
意
は
下、

、

、

、

に
置
く
と
か
下、

、

、

、

に
す
る

と
か
で
あ
つ
て
、
将
然
形
は
ウ
ラ
（
裏
）
で
あ
り
ま
す
。

　

動
詞
の
色
々
の
形ケ

イ

は
各
自
の
意
味
を
有
し
て
ゐ
た
と
思
ひ
ま
す
。
［
テ、

、ラ
（
太
陽
）
と
テ、

、リ

（
照
）
。
マ、

、ラ
と
マ、

、リ
。
カ、

、ハ
と
カ、

、ヒ
の
区
別
］
。

　

虎
（
ト
ラ
）
も
取
る
の
将
然
形
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
即
ち
我
々
を
取
る
者
の
意
か
。
鳥
は

同
動
詞
の
連
用
形
、
即
ち
我
々
の
取
る
も
の
（
護マ

マ

物
）
。
洞
（
ホ
ラ
）
と
堀
（
ホ
リ
）
は
ホ
ル

（
掘
る
）
に
関
係
が
な
い
で
せ
う
か
。
縄
（
ナ
ハ
）
と
綯
ふ
と
は
確
か
に
関
係
の
あ
る
語
だ
と
思

ひ
ま
す
。
何
卒
御
意
見
を
述
べ
て
下
さ
い
ま
し
。
形
の
問
題
は
今
ま
で
解
決
さ
れ
て
な
い
様
で
す

が
非
常
に
面
白
い
問
題
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
秋
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
宮
古
の
神カ

ム

ス子
及
び
親
神
の
祭
り
に
就
い
て
少
し
書
い
て
見
た

い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
あ
の
晩
、
初
谷
旅
館
の
前
で
お
話
し
な
す
つ
た
琉
球
の
の、

、ろ
の
話
を
も
う

一
度
お
知
ら
せ
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
伏
し
て
お
願
い
致
し
ま
す
。
の
ろ
の
子
供
が
神
を
見
て

「
お
母
様
」
呼
ん
だ
話
等
は
ど
う
も
仔
細
を
す
つ
か
り
忘
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
か
ら
、
何
卒
〳
〵

　

ネ
フ
ス
キ
ー
か
ら
の
書
簡
、
現
存
す
る
の
は
本
文
末
尾
【
付
載
デ
ー
タ
】
表
１
に
示
す
通
り
六
通
。

　

最
も
古
い
書
簡
は
、
大
正
十
四
年
二
月
十
六
日
の
消
印
を
も
つ
も
の
で
あ
る

（
５
）

。

　

こ
の
書
簡
の
重
要
な
と
こ
ろ
は
、
八
重
山
で
の
調
査
を
終
え
た
ネ
フ
ス
キ
ー
が
、
バ
カ
ミ
ズ

（
若
水
）
に
関
し
て
の
指
摘
を
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
万
葉
辞
典
に
よ
り
ま
す
と

「
古
く
か
ら
恋
水
と
し
て
な、

み、

だ、

と
戯
訓
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
・
・
・
を
ち
み
づ
と
読
む
」

と
有
る
。
是
は
ワ
カ
ミ
ズ
と
ワ
ガ
ミ
ズ
と
の
戯
訓
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
す
る
箇
所
は
、
折

口
の
『
万
葉
集
辞
典
』
（
大
正
八
年
一
月　

文
會
堂
）
の
記
述
に
対
す
る
批
判
的
指
摘
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宮
古
島
で
の
見
聞
を
基
に
、
琉
球
語
と
日
本
の
古
語
と
の
通
行
関
係
を
「
テ
ダ
」
「
カ

ハ
」
「
ト
ラ
」
な
ど
を
事
例
に
あ
げ
て
折
口
の
見
解
を
求
め
て
い
る
。
加
え
て
、
「
宮
古
島
の
神

子
と
祖
神
の
祭
」
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
熱
望
し
、
そ
の
た
め
に
の
ろ
の
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

と
熱
望
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
初
谷
旅
館
は
、
当
時
神
田
万
世
橋
横
に
あ
っ
た
旅
館
で
、

こ
の
時
の
会
合
と
は
恐
ら
く
伊
波
普
猷
上
京
歓
迎
南
島
談
話
会
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①　

折
口
信
夫
宛　

【
大
正
十
四
年
二
月
十
六
日
】
Ｉ
Ⅾ　

４
２

　

拝
啓
、
そ
の
後
は
誠
に
申
訳
の
な
い
御
無
沙
汰
を
し
て
居
り
ま
す
。
如
何
お
暮
し
で
居
ら
し
や

い
ま
す
か
？
私
は
つ
ま
ら
な
さ
や
淋
し
さ
の
お
蔭
で
し
ば
ら
く
誰
方
へ
も
通
信
せ
ず
に
御
無
沙
汰

し
て
居
り
ま
す
。

　

今
日
は
兄
様
と
話
し
た
く
な
つ
た
か
ら
筆
を
取
り
ま
し
た
。
さ
て
去
年
の
秋
お
目
に
掛
か
っ
た

節
は
宮
古
島
の
バ
カ
ミ
ヅ
の
事
に
就
て
お
話
し
た
か
と
思
ひ
ま
す
。
万
葉
に
あ
る
変
若
水
は
こ
と

に
依
る
と
、
や
は
り
を、

ち、

ミ、

づ、

と
読
ま
ず
、
ワ
カ
ミ
ズ
と
読
ん
だ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
お
正
月
の

若
水
の
思
想
は
日
本
に
も
あ
り
ま
す
が
、
宮
古
島
の
バ
カ
ミ
づ
は
伝
説
に
依
り
ま
す
と
立
派
な
変

若
水
で
あ
り
ま
す
。
万
葉
辞
典
に
よ
り
ま
す
と
「
古
く
か
ら
恋
水
と
し
て
な、

、

、

み
だ
と
戯
訓
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
・
・
・
を、

ち、

み、

づ、

と
訓
む
」
と
有
る
。
是
は
ワ、

、

、

、

カ
ミ
ズ
と
ワ
ガ
ミ
ズ
と
の
戯
訓

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ご
教
示
を
乞
ふ
。

　

そ
れ
か
ら
貴
方
の
外
は
誰
と
も
相
談
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
日
本
語
の
歴
史
的
の

e
v
o
l
u
t
i
o
n

に
就
い
て
御
意
見
を
承
は
り
た
い
。
主
に
動
詞
の
形
（
将
然
形
等
）
、
チ
ェ
ン
バ
レ

ー
ン
等
のb

a
s
e

に
就
い
て
は
一
体
ど
う
云
ふ
学
説
が
あ
る
か
を
承
は
り
た
い
。

　

私
の
考
へ
で
は
日
本
語
（
琉
球
語
も
そ
の
中
に
入
る
）
のe

v
o
l
u
t
i
o
n

は
名
詞
か
ら
動
詞
へ
と

云
ふ
風
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ひ
ま
す
。
動
詞
の
色
々
の
形ケ

イ

は
皆
同
語
根
の
名
詞
で
は
な
か
つ
た

ら
う
か
。
色
々
の
助
詞
等
とa

g
g
l
u
t
i
n
a
t
i
o
n

し
て
、
名
詞
の
意
義
を
失
つ
て
か
ら
始
め
て
動
詞

の
観
念
が
あ
ら
は
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
ま
す
。
将
然
形
を
名
詞
と
し
て
使
用
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は
く

　
　

借
り
て
居
り
ま
し
た
お
金
の
方
も
全
部
返
金
い
た
し
ま
し
た
か
ら
何
卒
御
安
心
遊
ば
し
て
下

　
　

さ
い
ま
せ
。
店
で
も
や
つ
て
居
り
ま
す
と
そ
の
日
暮
し
に
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

　
　

ら
ど
う
し
て
生
活
し
て
行
く
か
を
考
へ
る
と
本
当
に
淋
し
く
な
り
ま
す
。
今
日
ロ
シ
ヤ
か
ら

　
　

お
手
紙
が
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
ネ
フ
ス
キ
も
病
気
で
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
床
に
つ
い
た
き

　
　

り
で
、
非
常
に
肺
を
悪
く
し
て
、
ど
う
し
て
も
病
院
に
入
れ
ら
れ
る
で
せ
う
と
い
つ
て
ま
ゐ

　
　

り
ま
し
た
。
私
は
ど
う
に
か
な
る
ま
で
当
分
お
友
達
の
処
で
御
厄
介
に
な
る
こ
と
に
い
た
し

　
　

ま
し
た

（
６
）

。

　

ネ
フ
ス
キ
ー
は
決
し
て
仕
送
り
を
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
と
独
立
直
後
の

ソ
連
と
の
決
し
て
良
好
で
は
な
い
関
係
か
ら
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
一
月
六
日
付
、
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
の
ネ
フ
ス
キ
ー
か
ら
イ
ソ
に
出
さ
れ
た
書
簡
に
は
ネ
フ
ス
キ
ー
が
送
金
に
苦
心
し
て

い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
イ
ソ
と
一
人
娘
の
ネ
リ
（
エ
レ
ナ
・
ニ
コ
ラ
イ
ウ
ナ
・
ネ
フ
ス
カ
ヤ
）
の
ソ

連
渡
航
が
決
ま
っ
た
の
が
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
七
月
。
折
口
信
夫
宛
第
二
通
目
（
Ｉ
Ｄ　

３
８
８
３
）
は
、
そ
れ
を
う
け
て
、
七
月
五
日
の
船
で
ロ
シ
ア
に
向
か
う
事
を
折
口
に
知
ら
せ
る

と
と
も
に
、
ネ
フ
ス
キ
ー
に
何
か
こ
と
づ
て
は
な
い
か
、
と
問
う
た
も
の
で
あ
る
。

　　
　
　
　

中
山
太
郎

　　

中
山
太
郎
と
折
口
信
夫
と
の
関
係
を
端
的
に
物
語
る
の
は
、
「
民
俗
学
」
か
「
フ
ォ
ク
ロ
ア
」

か
と
い
う
学
問
の
あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
、
昭
和
の
初
期
に
折
口
と
柳
田
と
が
並
び
立
つ
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
際
、
中
山
が
折
口
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
た
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
そ
の
こ

と
は
、
昭
和
六
年
に
柳
田
国
男
か
ら
折
口
に
送
ら
れ
た
書
簡
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

　

柳
田
は
、
次
の
よ
う
に
書
く
。

　

民
俗
学
第
二
の
完
成
悦
し
く
存
候
。
こ
の
中
に
は
ま
だ
拝
見
せ
ざ
り
し
も
の
も
有
之
潜
心
精
読

い
た
す
べ
く
候
。
尚
奥
の
方
の
御
添
書
を
読
み
て
頗
る
明
か
に
意
見
の
差
を
覚
り
申
候
。
御
説
の

如
く
小
生
は 

以
前
は　

固
よ
り
今
も
折
々
は
フ
ォ
ク
ロ
ア
を
史
学
の
方
法
と
し
て
活
用
す
る
こ

御
通
知
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

　

お
手
紙
は
余
り
長
く
な
り
ま
し
た
か
ら
此
で
失
礼
致
し
ま
す
。

　

皆
様
に
も
宜
し
く　

さ
よ
な
ら

　
　

二
月
十
六
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
フ
ス
キ　

敬
具

折
口
信
夫
様

　
　
　
　

侍
史

　

②　

折
口
信
夫
宛
【
昭
和
七
年
一
月
十
八
日
】
Ｉ
Ⅾ　

２
４
６
７

　

先
日
は
御
忙
が
し
い
処
わ
ざ
〳
〵
お
い
で
願
ひ
誠
に
有
が
た
う
御
座
い
ま
し
た
。
私
共
は
い
ろ

〳
〵
の
都
合
上
で
二
三
日
前
に
表
記
へ
転
宅
致
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
も
し
御
時
間
が
御
座
い
ま

し
た
節
は
何
卒
御
立
寄
り
遊
ば
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

　

玉
川
電
車
新
町
下
車
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
内
へ
出
ま
す
の
に
は
大
変
不
便
に
な
り
ま
し
た
け
れ

ど
、
当
分
子
供
相
手
に
草
い
ぢ
り
で
も
い
た
し
ま
せ
う
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

　

先
日
も
大
体
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
ネ
フ
ス
キ
の
方
か
ら
は
一
銭
の
送
金
も
無
く
毎
月
父
か

ら
の
送
金
に
依
つ
て
生
活
し
て
」
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
い
か
に
父
子
の
仲
で
も
長
い
間
毎
月
生
活

費
を
送
っ
て
い
た
だ
く
事
は
あ
ま
り
に
心
苦
し
く
思
ひ
ま
す
し
、
又
子
供
を
連
れ
て
都
会
に
住
ん

で
居
り
ま
す
と
生
活
費
以
外
に
い
ろ
〳
〵
と
御
金
も
か
ゝ
り
ま
す
の
で
、
仏
像
で
も
売
っ
て
生
活

費
の
足
し
に
致
し
度
い
と
存
じ
ま
し
て
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
様
な
わ
け
で
御
座
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
何
分
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。
取
急
ぎ
転
宅
の
御
知
ら
せ
ま
で
。
か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
フ
ス
キ
礒
子

　
　
　
　

折
口
先
生

　

こ
こ
に
翻
刻
し
た
二
通
と
合
わ
せ
て
、
ネ
フ
ス
キ
ー
か
ら
の
折
口
に
差
し
出
さ
れ
た
書
簡
は
表

１
に
示
す
通
り
全
部
で
六
通
。

　

最
後
の
二
通
は
、
妻
イ
ソ
か
ら
折
口
信
夫
に
出
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
一
月
一
八
日
の
消
印
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
先
に
ソ
連
に
単
身
帰
国
し
て
居
た
ネ
フ
ス
キ
ー

か
ら
仕
送
り
が
な
く
父
親
か
ら
援
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
吐
露
し
そ
の
苦
し
い
実
状
を
訴
え
る

手
紙
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
同
じ
こ
ろ
石
浜
純
太
郎
あ
て
に
も
イ
ソ
か
ら
窮
乏
を
訴
え
る
書
簡
が
届
い
て
い
る
。
曰

折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
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中
山
太
郎
か
ら
折
口
信
夫
へ
の
書
簡
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
山
太
郎
か
ら
折
口
信
夫
に
あ
て
た
書
簡
は
、
二
十
一
通
現
存
す
る
。

　

そ
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
、
大
正
六
年
一
二
月
四
日
、
中
山
太
郎
宅
を
翌
五
日
に
ネ
フ
ス
キ

ー
が
訪
れ
る
の
で
、
お
い
で
に
な
り
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
誘
い
の
手
紙
で
あ
る
。
中
山
が
折
口
と

ネ
フ
ス
キ
ー
を
し
き
り
に
合
せ
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
聞
記
者
、
編
集
者
と
い
う
仕

事
を
二
十
二
年
間
続
け
た
彼
は
、
ま
さ
に
優
れ
た
才
能
を
引
き
合
わ
せ
て
、
そ
の
会
話
の
中
で
立

ち
上
が
っ
て
く
る
「
新
し
い
化
学
反
応
」
を
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
は
、
折
口
信
夫
は
柳
田
国
男
を
紹
介
さ
れ
た
恩
顧
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
見
え
、
中
山
に

刊
行
書
籍
を
送
っ
て
い
た
と
見
え
る
。
中
山
か
ら
は
贈
呈
さ
れ
た
書
籍
の
御
礼
状
が
多
い
。
（
表

２
参
照
）

　　
　
　
　

伊
波
普
猷

　
　

　

伊
波
普
猷
は
、
明
治
九
年
那
覇
西
村
一
四
五
番
地
（
後
に
那
覇
市
西
本
町
）
の
素
封
家
に
生
ま

れ
、
沖
縄
県
尋
常
中
学
校
、
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
言
語
学
専
攻
を

卒
業
。
沖
縄
中
学
校
時
代
、
皇
典
考
究
所
（
後
の
國
學
院
大
學
）
を
出
て
沖
縄
に
赴
任
し
て
い
た

国
語
教
師
田
島
利
三
郎
と
の
出
会
い
が
、
彼
の
「
お
も
ろ
そ
う
し
」
と
の
最
初
の
出
会
い
で
あ
っ

た（
８
）。

卒
業
後
帰
沖
。
沖
縄
の
歴
史
研
究
を
つ
づ
け
、
明
治
四
十
四
年
そ
れ
ま
で
書
き
溜
め
た
論
文

を
『
古
琉
球
』
と
し
て
出
版（

９
）。

柳
田
に
贈
ら
れ
た
一
本
が
、
伊
波
と
柳
田
を
結
び
付
け
、
そ
の
後

の
沖
縄
研
究
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

　

柳
田
は
『
古
琉
球
』
に
新
た
な
沖
縄
研
究
の
可
能
性
を
感
じ
、
ま
た
「
お
も
ろ
そ
う
し
」
の
存

在
を
と
お
し
て
沖
縄
と
日
本
と
の
言
語
、
信
仰
、
民
俗
の
比
較
研
究
の
重
要
性
を
見
出
し
た
の
で

あ
る
。
柳
田
は
大
正
十
年
一
月
、
初
め
て
の
沖
縄
旅
行
を
敢
行
し
た
が
、
そ
の
重
要
な
目
的
の
一

つ
が
伊
波
と
面
会
し
、
彼
の
現
状
を
憂
い
今
後
も
学
問
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
勧
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
一
方
折
口
は
、
柳
田
に
遅
れ
る
事
半
年
、
大
正
十
年
七
月
に
沖
縄
を
旅
す
る
が
、
こ
の
時

は
伊
波
と
面
会
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
伊
波
と
折
口
と
の
親
交
は
、
こ
の
の
ち
終
生
続
く
こ

と
に
な
る
。

　

伊
波
は
、
大
正
十
四
年
十
二
月
、
勤
務
し
て
い
た
沖
縄
県
立
図
書
館
を
退
職
し
て
、
交
際
し
て

い
た
同
館
司
書
真
栄
田
マ
カ
ト
（
後
に
結
婚
し
て
伊
波
冬
子
）
を
と
も
な
っ
て
上
京
。
折
口
信
夫

へ
の
書
簡
は
こ
の
時
期
か
ら
の
も
の
が
現
存
す
る
。

　

折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
伊
波
普
猷
の
書
簡
の
う
ち
十
六
通
に
つ
い
て

と
有
之
。
そ
れ
が
よ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
今
さ
へ
感
じ
を
り
候
。
単
な
る
フ
ォ
ク
ロ
ア
よ
り
も
其

方
が
国
学
の
改
革
に
は
有
効
に
役
立
つ
べ
し
と
も
存
じ
を
り
。
貴
兄
が
さ
ら
に
独
自
の
方
法
を
加

添
せ
ら
る
ゝ
も
悦
ば
し
く
存
じ
候
こ
と
に
候
。
唯
一
点
だ
け
是
非
と
も
故
障
申
入
度
は
そ
れ
を
フ

ォ
ク
ロ
ア
と
称
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
候
。

　

民
俗
学
は
新
名
な
れ
ば
衆
議
次
第
何
に
適
用
し
て
も
可
な
れ
ど
少
な
く
と
も
フ
ォ
ク
ロ
ア
に
は

既
に
定
ま
つ
た
意
味
有
り
。
一
言
で
い
へ
ば
資
料
を
書
冊
に
採
ら
ず
、
純
乎
と
し
て
民
間
の
伝
承

を
解
説
す
る
こ
と
に
候
。
ゆ
え
に
小
生
等
が
巫
女
考
等
に
書
い
た
（
中
山
君
等
が
今
も
や
つ
て
居

る
）
や
り
方
を
ば
曾
て
一
度
も
フ
ォ
ク
ロ
ア
と
呼
び
た
る
こ
と
無
之
候
。
雑
誌
の
英
文
は
余
計
な

こ
と
な
れ
ど
も
会
を
フ
ォ
ク
ロ
ア
ソ
サ
イ
テ
ィ
と
謂
い
つ
ゝ
紀
伝
解
釈
の
仕
事
を
し
て
居
ら
れ
た

の
で
は
如
何
に
も
日
本
に
外
語
の
理
解
力
が
無
い
や
う
で
、
片
端
之
に
関
係
あ
り
し
小
生
は
心
苦

し
く
候

（
７
）

。
（
原
文
に
適
宜
筆
者
が
句
読
点
を
補
っ
た
。
傍
線
も
筆
者
）

　

折
口
信
夫
の
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
贈
呈
へ
の
礼
状
の
形
を
取
り
な
が
ら
、
折
口
の
い
う

「
民
俗
学
」
（
あ
る
い
は
「
日
本
民
俗
学
」
）
と
い
う
語
彙
へ
の
違
和
感
を
吐
露
し
、
返
す
刀
で

中
山
太
郎
の
書
冊
（
文
献
）
と
伝
承
と
を
二
つ
な
が
ら
参
照
し
て
い
こ
う
と
す
る
歴
史
民
俗
学
的

立
場
を
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
は
、
『
民
族
』
終
刊
後
、
発
表
の
場
を
失
っ
た
人
々
の
た
め
に
、
折
口
を
中
心
と
し

て
『
日
本
民
俗
』
『
民
俗
学
』
が
発
行
さ
れ
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
折
口
が
柳

田
に
対
抗
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
認
識
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
中
山
は
、

「
日
本
民
俗
学
」
と
い
う
用
語
を
積
極
的
に
使
い
、
歴
史
民
俗
学
を
標
榜
し
て
文
献
資
料
を
積
極

的
に
活
用
し
て
、
民
俗
学
の
再
構
成
を
考
え
て
い
た
か
ら
、
必
然
的
に
折
口
と
中
山
の
立
場
は
近

接
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

中
山
太
郎
は
、
報
知
新
聞
記
者
、
博
文
館
編
集
者
な
ど
二
十
二
年
間
の
記
者
生
活
を
経
て
、
在

野
の
研
究
者
と
し
て
民
俗
学
の
世
界
に
登
場
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
き
っ
か
け
は
「
郷
土
研
究

会
」
へ
の
参
加
で
あ
る
が
、
そ
の
後
こ
の
集
会
の
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
交
友
を
取
り
持
つ
結
節
点

の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
斯
界
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

折
口
信
夫
を
柳
田
国
男
に
紹
介
し
た
の
も
中
山
太
郎
で
あ
っ
た
。

　

中
山
太
郎
が
そ
の
業
績
を
多
く
世
に
問
う
た
時
期
は
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
十
一
年
こ
ろ
ま
で

で
、
そ
の
時
期
は
ま
さ
に
柳
田
国
男
を
継
ぐ
べ
き
学
究
の
綺
羅
星
の
ご
と
く
出
現
し
た
時
期
で
あ

る
。
そ
の
時
期
に
『
土
俗
私
考
』
（
大
正
十
五
年
）
か
ら
『
日
本
盲
人
史
（
正
・
続
）
』
（
昭
和

九
年
・
十
一
年
）
に
到
る
主
要
著
作
が
一
気
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
に
こ
の
時
期
に
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昭
和
二
月
九
日 

 

　
　
　
　
　

（
巣
鴨
）
帰
京
報
告
・
訪
問
予
告

昭
和
三
年　

月　
　
　
　
　
　

花
祭
り
へ
の
出
立
の
知
ら
せ
。
五
日
后
十
時
四
十
分
東
京
発
―
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
の
花
祭
り
―
中
在
所
あ
た
り
で
一
緒
に
な
れ
る
と
好
都
合
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
ま
す
。

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日　

過
日
は
色
々
と
有
難
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
以
前
花
祭
り
の
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

致
し
ま
し
た
折
、
宮
本
様
か
ら
借
り
出
し
た
衣
装
の
こ
と
、
飛
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
迷
惑
を
か
け
て
何
と
も
申
し
訳
な
く
・
・
・

昭
和
四
年
四
月
二
十
七
日　
　

（
不
明
）
振
興
大
和
絵
会
優
待
券
多
数
。

昭
和
四
年
五
月
十
六
日 

 

　
　

（
消
印
不
明
）
「
古
代
研
究
」
民
俗
学
篇
Ⅰ
献
本
に
対
す
る
御
礼

昭
和
四
年
六
月
十
一
日　
　
　

（
巣
鴨
）
（
封
書
） 

同
国
文
学
篇
献
本
に
対
す
る
御
礼 

昭
和
四
年
八
月
九
日　
　
　
　

（
巣
鴨
）
病
気
の
見
舞
い
・
旅
行
の
予
告
・
帰
京
後
の
訪
問
予
告

昭
和
五
年
一
月
一
日　
　
　
　

（
巣
鴨
）
年
賀
欠
礼

昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日　
　

（
愛
知
津
具
）
三
河
か
ら
の
報
告
・
帰
京
後
の
訪
問
予
告 

 

昭
和
五
年
八
月
十
二
日　
　
　

（
巣
鴨
）
訪
問
予
告　

「
ア
テ
ィ
ッ
ク
の
絵
葉
書
御
送
り
申
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
」

昭
和
五
年
九
月
八
日　
　
　
　

（
巣
鴨
）
訪
問
予
告　

「
最
早
旅
行
よ
り
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
せ
う
か
。
藤
木
君
か
ら
手
紙
・
・
例
の
八
条
実
記
の
写
本
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

欲
し
い
よ
う
で
す
が
ご
都
合
お
伺
い
し
ま
す
。
」

昭
和
六
年
一
月
一
日　
　
　
　

（
巣
鴨
）
賀
状

昭
和
六
年
六
月
九
日　
　
　
　

（
仙
台
）
仙
台
か
ら
の
報
告
・
佐
々
木
喜
善
添
え
書
き

昭
和
七
年
一
月
一
日　
　
　
　

（
巣
鴨
）
賀
状

昭
和
八
年
一
月
一
日　
　
　
　

（
豊
島
）
賀
状

昭
和
九
年
二
月
三
日　
　
　
　

（
豊
島
）
そ
の
後
佐
々
木
喜
善
さ
ん
の
御
遺
族
の
方
の
こ
と
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
な
つ
て
ゐ
る
の
で
せ
う
か
」

昭
和
九
年
八
月
二
十
九
日　
　

（
名
刺
書
き
入
れ
）

昭
和
十
年
九
月
二
十
日　
　
　

（
那
覇
）
那
覇
か
ら
の
報
告
「
十
八
日
に
か
ご
し
ま
を
立
ち
今
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
時
那
覇
に
つ
き
申
候
」

昭
和
十
二
年
一
月
一
日　
　
　

（
落
合
長
崎
）
賀
状

昭
和
十
三
年
一
月
一
日　
　
　

（
落
合
長
崎
）
賀
状

昭
和
二
十
五
年
二
月
一
日　
　

（
茨
城
内
原
）
「
た
ぶ
ん
東
京
へ
出
ま
す
の
で
今
度
こ
そ
御
邪
魔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
す
つ
も
り
で
す
」

は
、
『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
十
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
刊
行
に
際
し
て
、
岡
野
弘
彦
お
よ
び
当

時
研
究
所
助
手
で
あ
っ
た
海
老
沢
泰
久
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
同
全
集
に
収
録
さ
れ
こ
と
が
解
題

に
よ
っ
て
知
れ
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
そ
の
十
六
通
以
外
に
も
、
現
存
す
る
書
簡
が
あ
り
、
再
度
筆
者
が

整
理
し
、
又
妻
冬
子
か
ら
の
書
簡
な
ど
も
含
め
て
デ
ー
タ
と
し
て
整
理
し
た
も
の
が
、
巻
末
に
掲

出
し
た
二
十
五
点
で
あ
る
。
（
表
３
参
照
）

　
　
　
　

早
川
孝
太
郎

　

す
で
に
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
折
口
は
、
大
正
十
五
年
一
月
、
早
川
が
同
行
し
て
初
め
て

三
州
設
楽
郡
豊
根
村
三
島
の
花
祭
り
を
見
学
し
た
。

 
 

そ
の
六
年
前
の
夏
、
松
本
で
の
講
演
の
帰
り
、
美
濃
岩
村
か
ら
歩
き
始
め
て
、
三
信
遠
の
山
村

の
生
活
を
調
査
・
実
感
し
な
が
ら
、
苦
労
の
末
新
野
に
は
い
っ
た
と
き
以
来
、
折
口
は
こ
の
地
域

に
調
査
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
早
川
の
誘
い
は
一
つ
の
き
っ
か
け
に

過
ぎ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
早
川
が
折
口
を
三
信
遠
に
い
ざ
な
っ
た
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
早
川
が
み
ず
か
ら
の
故
郷
、
北
設
楽
郡
に
初
め
て
「
調
査
」
に
入
っ
た
の

が
、
や
は
り
大
正
九
年
の
「
田
峰
の
地
狂
言
」
の
調
査
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
奇
縁
な
こ
と
で

は
あ
る
。

 
 

早
川
か
ら
折
口
に
宛
て
た
書
簡
で
現
存
す
る
最
も
古
い
も
の
は
、
大
正
十
四
年
六
月
一
日
の
消

印
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
「
飛
島
本
間
荘
太
郎
商
店
」
発
行
の
「
飛
島
風
景 
盲
島
」
の
絵
葉
書

を
使
用
、
山
形
県
飛
島
勝
浦
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
、
採
訪
地
到
着
の
報
告
で
あ
る
。
前
日

に
飛
島
に
到
着
し
た
こ
と
、
山
も
家
も
想
像
以
上
に
立
派
で
あ
る
こ
と
を
記
し
な
が
ら
、
記
録
類

が
何
一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

 
 

『
炉
辺
叢
書
』
の
一
編
と
し
て
『
羽
後
飛
島
図
誌
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
四
ヶ
月
後
の

十
月
三
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

  

こ
の
後
の
折
口
宛
て
書
簡
（
名
刺
や
鑑
賞
券
送
付
状
な
ど
も
含
む
）
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

大
正
十
五
年
一
月
一
日 

 

　

（
巣
鴨
局
消
印
）
賀
状

昭
和
二
年
二
月
六
日
頃 

 

　

（
愛
知
本
郷
？
）
三
河
か
ら
の
報
告
・
帰
京
後
の
訪
問
予
告　

「
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
の
山
の
旅
も
今
日
で
二
十
日
」

折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
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な
か
っ
た
遠
野
か
ら
、
上
下
閉
伊
郡
、
上
北
三
八
、
下
北
地
方
を
採
訪
し
て
歩
い
て
い
た
。
八
月

二
十
九
日
か
ら
歩
き
始
め
て
、
九
月
十
三
日
に
盛
岡
に
は
い
っ
て
い
る
か
ら
、
ほ
ぼ
半
月
間
の
旅

で
、
東
京
に
戻
っ
た
の
は
十
五
日
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
早
川
も
こ
の
旅
を
知
っ
て
い
た
ら
し
く
、

「
旅
よ
り
御
帰
り
に
な
り
ま
し
た
で
せ
う
か
」
と
は
じ
め
て
、
大
阪
の
藤
木
氏
（
藤
木
喜
久
麿
）

か
ら
生
活
に
不
自
由
し
て
い
る
と
い
う
手
紙
が
来
た
こ
と
、
「
八
丈
実
記
」
の
写
本
が
欲
し
い
よ

う
な
の
で
、
そ
の
う
ち
伺
い
ま
す
か
ら
御
都
合
を
お
伺
い
し
た
い
旨
記
し
て
い
る
。

 
 

昭
和
六
年
は
二
通
。
六
月
九
日
消
印
の
葉
書
は
仙
台
か
ら
。
「
桜
ヶ
丘
公
園
の
緑
影
」
と
題
す

る
絵
葉
書
を
使
用
。
ひ
ょ
っ
こ
り
と
早
川
が
尋
ね
て
き
た
の
で
面
食
ら
っ
た
が
、
二
人
で
緑
の
中

を
歩
い
た
ら
元
気
に
な
っ
た
、
と
い
う
佐
々
木
喜
善
の
添
え
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
。
早
川
は
と

い
え
ば
、
採
訪
地
の
飛
島
を
出
て
津
軽
を
回
っ
て
仙
台
に
着
い
た
こ
と
、
昨
晩
は
折
口
の
噂
話
を

し
な
が
ら
夜
を
あ
か
し
た
こ
と
、
明
日
東
京
に
向
か
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
羽
後
飛
島
図

誌
』
が
刊
行
さ
れ
て
八
年
、
早
川
に
と
っ
て
久
し
ぶ
り
の
飛
島
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
の

旅
の
印
象
は
、
翌
月
「
島
の
生
活
―
―
ふ
た
た
び
羽
後
飛
島
に
渡
っ
て
」
（
『
旅
と
伝
説
』
四
巻

十
号
）
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

 
 

そ
の
後
、
折
口
へ
の
私
信
は
、
賀
状
以
外
に
目
立
っ
た
も
の
が
無
く
な
る
。

 
 

昭
和
八
年
十
一
月
十
一
日
、
早
川
は
九
州
帝
国
大
学
農
学
部
研
究
室
へ
赴
任
す
る
た
め
に
、
東

京
駅
か
ら
西
下
す
る
車
中
に
あ
っ
た
。
い
き
お
い
、
信
濃
入
り
も
中
断
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

折
口
へ
の
私
信
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

 
 

昭
和
九
年
八
月
二
十
日
、
上
京
し
た
早
川
は
、
折
口
を
訪
ね
る
が
、
折
口
は
七
月
の
は
じ
め
か

ら
藤
井
春
洋
の
病
を
養
う
た
め
に
北
軽
井
沢
に
滞
在
し
て
お
り
、
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

 
 

昭
和
十
年
九
月
二
十
日
、
九
州
一
円
、
南
方
諸
島
の
調
査
に
着
手
し
て
い
た
早
川
は
、
採
訪
地

那
覇
か
ら
葉
書
を
出
し
て
い
る
。
ア
サ
ヒ
写
真
館
発
行
の
「
バ
ナ
ナ
と
田
舎
風
景
」
（
琉
球
）
の

絵
葉
書
を
使
用
。
そ
こ
に
は
、
急
に
思
い
立
っ
て
何
の
準
備
も
な
く
十
八
日
に
鹿
児
島
を
立
っ
て

今
朝
那
覇
に
着
い
た
こ
と
、
島
袋
源
一
郎
に
会
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
図
書
館
で
島
袋
源
八
さ

ん
に
会
っ
た
ら
折
口
が
こ
の
冬
に
琉
球
に
来
る
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
、
船
を
待
っ
て
八
重
山
へ
渡

る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 

現
存
す
る
書
簡
を
通
観
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
旅
先
か
ら
の
書
簡
が
多
い
こ
と
、
し
か
も
旅
先

で
何
か
を
見
聞
す
る
と
必
ず
帰
京
後
に
折
口
を
訪
ね
て
報
告
し
、
教
示
を
求
め
て
い
る
形
跡
が
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
、
早
川
が
九
州
に
赴
く
前
に
顕
著
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
書
簡

が
、
早
川
か
ら
折
口
に
宛
て
た
書
簡
の
す
べ
て
と
は
言
え
な
い
か
ら
、
安
易
な
判
断
は
で
き
な
い

が
、
一
つ
の
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

 
 

昭
和
二
年
の
二
通
は
連
続
し
て
出
さ
れ
た
も
の
。
最
初
の
は
「
三
河
設
楽
郡
の
在
所
に
て
」
と

あ
り
、
二
十
日
ば
か
り
の
山
の
旅
に
少
し
さ
び
し
く
な
っ
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
帰
京
し
た
い
と
い
い
、

月
半
ば
頃
に
折
口
の
処
へ
伺
う
と
記
し
て
い
る
。
二
通
目
は
帰
京
後
の
投
函
で
、
さ
っ
そ
く
田
楽

の
こ
と
を
伺
い
に
い
く
と
記
し
て
い
る
。

 
 

昭
和
四
年
は
三
通
。
う
ち
二
通
は
『
古
代
研
究
』
献
本
に
対
す
る
礼
状
。

 
 

八
月
九
日
消
印
の
一
通
は
、
病
気
の
見
舞
い
を
述
べ
、
急
遽
三
河
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、

帰
京
次
第
教
え
を
乞
い
た
い
旨
記
し
て
い
る
。
折
口
は
、
こ
の
病
気
の
た
め
に
伊
波
普
猷
と
同
行

す
る
予
定
だ
っ
た
沖
縄
採
訪
を
中
止
し
て
い
る
。

 
 

昭
和
五
年
は
四
通
。
こ
の
年
が
最
も
多
い
。
こ
の
年
の
四
月
、
早
川
は
大
著
『
花
祭
』
を
刊
行

し
、
更
な
る
調
査
を
続
け
て
い
た
。

 
 

五
月
二
十
一
日
消
印
の
葉
書
は
、
菊
屋
商
店
発
行
の
「
三
川
本
郷
風
景 

 

与
良
木
峠
よ
り
見
た

る
本
郷
町
万
場
及
下
川
村
市
場
」
の
絵
葉
書
を
使
用
。
や
は
り
設
楽
郡
か
ら
の
も
の
で
、
西
・
東

西
薗
目
を
歩
い
て
い
る
こ
と
、
帰
京
し
た
ら
ま
た
伺
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。

 
 

こ
れ
に
先
立
つ
四
月
二
十
二
日
と
五
月
三
日
に
、
折
口
が
中
心
に
な
っ
て
「
西
浦
の
田
楽
」
と

「
新
野
の
雪
祭
り
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
国
学
院
大
学
の
講
堂
で
実
演
し
て
い
る
。
ま
た
渋
沢
邸
で
も

仲
在
家
の
花
祭
り
が
実
演
さ
れ
盛
会
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
実
演
に
早
川
が
関
わ
っ
て
い
る

事
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

 
 

こ
れ
ら
に
実
演
は
学
術
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
民
俗
芸
能
の
実
演
に
つ
い
て
は
、

早
川
は
後
年
「
第
九
回
郷
土
舞
踊
大
会
」
を
俎
上
に
上
げ
、
「
感
想
二
三
」
と
題
し
て
批
判
的
な

立
場
を
披
露
し
て
い
る
（
「
旅
と
伝
説
」
八
巻
五
号
・
昭
和
十
年
五
月
）
。
渋
沢
や
折
口
に
よ
っ

て
実
現
し
た
花
祭
り
、
田
楽
、
そ
し
て
雪
祭
り
の
実
演
を
、
早
川
は
ど
ん
な
思
い
で
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
 

八
月
十
二
日
消
印
の
葉
書
に
は
、
伺
お
う
と
思
い
な
が
ら
そ
れ
が
か
な
わ
な
か
っ
た
非
礼
を
詫

び
た
後
，
ア
チ
ッ
ク
が
作
成
し
た
絵
葉
書
を
送
っ
た
こ
と
、
三
河
に
お
誘
い
し
よ
う
と
思
っ
た
が

打
ち
合
わ
せ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
で
計
画
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
改
め
て
伺
っ
て
お

話
し
た
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 

九
月
八
日
消
印
の
葉
書
は
、
「
三
河
北
設
楽
郡
本
郷
町 

お
ん
け
（
紡
桶
）
」
の
絵
葉
書
を
使

用
。
こ
れ
は
、
前
便
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
前
年
に
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
よ
っ
て
収
集
せ
ら

れ
た
北
設
楽
の
民
具
を
、
絵
葉
書
に
仕
立
て
た
も
の
ら
し
い
。 

 

 
 

こ
の
葉
書
が
留
守
宅
に
届
い
た
頃
、
折
口
は
、
柳
田
へ
の
遠
慮
も
あ
っ
て
永
年
足
を
踏
み
入
れ
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帰
京
し
た
。
そ
の
後
研
究
成
果
を
発
表
す
る
な
ど
し
た
が
、
明
治
三
十
六
年
伊
波
が
東

　
　
　
　

京
帝
国
大
学
在
学
中
、
田
島
は
彼
を
訪
ね
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
資
料
を
伊
波
に
託
し
今

　
　
　
　

後
の
研
究
を
約
束
さ
せ
た
。

（
９
）　

『
古
琉
球
』
は
明
治
四
十
四
年
十
二
月
に
沖
縄
公
論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
跋
文
は
川

　
　
　
　

上
肇
。
そ
の
後
数
度
再
版
、
改
定
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
10
）　

『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
十
巻
（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
四
五
三
～
四
六
二
頁
。

（
11
）　

前
掲
注
（
９
）
解
題
。

（
12
）　

本
章
段
（
早
川
孝
太
郎
）
は
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
『
折
口
信
夫
資
料
だ
よ
り
』

　
　
　
　

第
一
号
に
掲
載
し
た
文
章
を
、
そ
の
後
の
整
理
分
析
を
踏
ま
え
て
改
稿
し
て
い
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
「
折
口
信
夫
旧
蔵
資
料
の
調
査
と
そ
の
評
価
を
通
じ

た
同
時
代
文
学
の
資
料
学
的
研
究
」
、
研
究
番
号2

6
3
7
0
2
5
8

、
研
究
代
表
者
：
松
本
博
明　

2
0
1
4

年
～2

0
1
6

年
）
を
受
け
て
進
め
て
き
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 
 

柳
田
の
学
問
か
ら
出
発
し
て
、
渋
沢
の
ア
チ
ッ
ク
に
入
り
、
実
地
の
学
と
し
て
「
も
の
」
に
か

た
ら
せ
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
早
川
が
、
花
祭
り
や
田
楽
の
論
に
見
ら
れ
る
構
造
分
析
、
思
考
の

方
法
な
ど
に
関
し
て
は
極
め
て
折
口
に
親
和
し
て
い
る
側
面
は
、
こ
う
し
た
書
簡
の
あ
り
よ
う
等

か
ら
も
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

（
（1
（

。

注（
１
）　

も
ち
ろ
ん
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も
多
数
の
来
翰
が
あ
る
が
、
ま
だ
全
面
的

　
　
　
　

解
読
と
整
理
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
整
理
が
す
す
む
に
つ
れ
て
発
表
で
き
る
状
態

　
　
　
　

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
受
取
書
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
す
れ
ば
す
べ
て
検
索
可

　
　
　
　

能
な
形
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）　

拙
著
『
折
口
信
夫
の
生
成
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
二
七
三
～
二
九
〇
頁
）

（
３
）　

中
山
太
郎
『
校
註
諸
国
風
俗
問
状
答
』
（
東
洋
堂
、
昭
和
十
七
年
）
及
び
「
若
水
の
話
」

　
　
　
　

（
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
、
昭
和
五
年
）
。
中
山
の
本
の
自
序
に
は
、
「
本
書
を
先

　
　
　
　

ず
異
郷
の
学
友　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
に
お
目
に
か
け
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
４
）　

柳
田
国
男
は
「
大
白
神
考
」
の
中
で
「
始
め
て
ネ
フ
ス
キ
ー
君
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
た

　
　
　
　

の
は
、
た
し
か
大
正
四
年
の
秋
の
頃
で
あ
つ
た
。
其
次
の
年
に
は
彼
の
二
十
五
の
誕
生

　
　
　
　

日
に
、
呼
ば
れ
て
駒
込
の
家
に
行
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
る
。
乃
ち
私
よ
り
も
十
六

　
　
　
　

ば
か
リ
若
か
つ
た
の
で
あ
る
。
其
頃
の
日
記
を
出
し
て
見
る
と
、
我
々
の
こ
し
ら
へ
て

　
　
　
　

居
た
幾
つ
か
の
集
会
に
、
彼
の
出
て
来
な
か
つ
た
の
は
稀
で
あ
り
、
又
旅
行
に
も
よ
く

　
　
　
　

同
行
し
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。

（
５
）　

こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
一
月
十
八
日
ネ
フ
ス
キ
ー
の
妻
磯
子
か
ら
の
書
簡

　
　
　
　

と
と
も
に
、
加
藤
九
祚
『
天
の
蛇
』
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
あ
と
が

　
　
　
　

き
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
折
口
信
夫
と
ネ
フ
ス
キ
ー
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
上
で
極

　
　
　
　

め
て
重
要
な
書
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
改
め
て
翻
刻
し
て
お
く
。

（
６
）　

「
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
」
石
浜
純
太
郎
宛
ネ
フ
ス
キ
ー
・
磯
子
書
簡
。

（
７
）　

昭
和
五
年
六
月
二
十
九
日
折
口
信
夫
宛
て
柳
田
国
男
書
簡
。
『
柳
田
国
男
事
典
』
（
勉

　
　
　
　

誠
出
版
、
平
成
十
年
七
月
）
巻
頭
に
写
真
と
翻
刻
を
掲
載
し
て
あ
る
。

（
８
）　

田
島
利
三
郎
は
、
皇
典
講
究
所
在
学
中
に
琉
球
語
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
文
書
に
出
会
い
、

　
　
　
　

そ
の
研
究
を
志
し
て
渡
沖
。
沖
縄
中
学
校
教
師
を
し
な
が
ら
研
究
を
続
け
た
。
明
治
二

　
　
　
　

十
七
年
沖
縄
県
庁
所
蔵
の
資
料
の
中
か
ら
「
お
も
ろ
そ
う
し
」
二
十
二
巻
を
発
見
、
そ

　
　
　
　

の
研
究
に
着
手
す
る
が
、
在
職
す
る
中
学
校
校
長
と
の
対
立
か
ら
免
職
処
分
を
受
け
、

Non-rearranging to be related to Shinobu Orikuchi, a document 
of non-decoding exist in large quantities. When I participated 
in new publication "complete works of Shinobu Orikuchi" 
publication, the writer reprinted it with the rearranging of some 
documents including the draft document, and most of result were 
recorded in the complete works as a new document.
There are many things which became clear from folklore-
affiliated document rearranging among the result of the study 
that I receive Ministry of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology science research funds subsidy and pushed 
forward and, about such an unfiled document, exists for 2014 
through 3.
I want to report the fact that became clear the rearranging 
decoding of the letter (letter to Orikuchi from persons concerned 
with folklore in particular) to Shinobu Orikuchi particularly 
Nicolai Nevsky, Taro Nakayama, Fuyu Iha, Kotaro Hayakawa.

About the important letters which Shinobu Orikuchi 
received during the lifetime -The people who gathered 
around Nicolai Nevsky- 

Hiroaki MATSUMOTO

折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
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ID 形態 受取年 消印日付 差出人 内　容

42 大正14年 ２月16日 ネフスキー 宮古島のバカ水のこと。琉球語との比較のこと御願ひ。

550 昭和４年 １月１日 ネフスキー 賀状

1496 昭和５年 １月１日 ネフスキー 賀状

2437 昭和７年 ネフスキー 年賀

2467 昭和７年 １月18日 ネフスキー磯子
先日は御忙しい処わざわざおいで願ひ…転居通知。ネフ
スキーの方からは一銭の送金もなく毎月父からの送金に
依って…。

3883 昭和８年 ７月１日 ネフスキー磯子
今度ロシヤへ行くことになりましてこの五日の晩の五時
二十五分で出発いたす様になりました。何かネフスキー
へ申上げることでも御座いませうか。

ID 形態 受取年 消印日付 差出人 内　容

11 葉書 大正６年 12月４日 中山太郎 明五日午後六時ネフスキ氏来宅の事､お誘い｡

大正13年 ２月28日 中山太郎 請求書（永楽倶楽部）

36 大正13年 ７月20日 中山太郎 内容欠

65 大正14年 ５月17日 中山太郎 修善寺より

100 大正14年 ７月28日 金田一中山
研究会創立会案内。八月五日午後六時、永楽クラブ返用
いず。

120 昭和２年 11月27日 中山太郎 上半分欠…日光を送って…。

175 昭和３年 ８月27日 中山太郎 能登よりの御端書…三社神社への紹介状依頼。

193 昭和３年 ９月21日 中山太郎
上半分欠。…失礼仕候。…見たら民俗芸術の…が参って
ゐました。

215 昭和３年 11月６日 中山三郎 以後も益々御教導…出土高麗劔？写真同封。

840 昭和４年
１月（不

明）
中山太郎

漸く田村太夫の遺族発見訪問致しましたが精々「民俗」
壱回書く位のものです。

983 昭和４年 ４月14日 中山太郎
先日には御大切なる「壱岐の採訪帖」御送り被下…。
佐藤氏入学の件御配慮頂き…。

1631 昭和５年 １月29日 中山太郎 春のことぶれ 御礼…。

1725 昭和５年 ６月５日 中山太郎 潮来だより。

2103 昭和６年 ２月10日 中山太郎
御風信拝見…御都合のヨロシイ日時にどこかで落ち合う
事と致しませう。折返し御指図願。

2416 昭和６年 12月25日 中山太郎 頴田嶋一「仙魚集」もらってやってください。

2650 昭和７年 ６月15日 中山太郎 故郷より。

2669 昭和７年 ６月30日 中山太郎
来月二日の「民俗学大会」に柳田先生の御講演を拝聴に
往くことが出来ぬのです。

2832 昭和７年 12月８日 中山太郎 御風信及び色紙御礼。

4155 昭和９年 ２月24日 中山太郎
「曙覧の研究」御礼。曙覧の歌に対する感想など。先達
の「郷土会」中座失礼。あのアイヌの長口上――。

4210 昭和９年 ５月19日 中山太郎
西角井氏の立派な本が出版されましたので出版記念会を
開催したらと思います…。

4429 昭和９年 11月１日 中山太郎
当道関係の書類拝借被閲致し度。御都合の日時御知らせ
乞う。

表１：折口信夫宛ネフスキー・磯子書簡

表２：折口信夫宛中山太郎書簡

【付載データ】

本データは、平成30年１月20日段階における書簡データベースから抜き出したものである。「内容」は概略。
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ID
伊波全
集番号

形態 受取年 消印日付 差出人 内　容　抄　録

75 １ 葉書 大正14年 ６月25日 伊波普猷
御本は今朝改造社から…御礼…小林代から
思う選釈を注文…おくらせるように…。

２ 葉書 大正14年 ９月４日 伊波普猶

昨晩はわざわざ三谷君お使ひ下され…啓明会の
講演が済んだらお伺ひしようと…真境君から書
面、万葉中のことばを琉球語と比較した
のができたさうです。

118 ３ 葉書 大正14年 ９月８日 伊波普猷
先日は御迷惑でした…私は啓明会へ…御気分は
どうですか。私の所へ行く略図を書いて置きま
しょう。

67 ４ 封書 昭和３年 ５月21日 伊波普猷

琉球戯曲集組みはじめました。辞書はとりや
め。序文はやめいお願ひ。辞書は郷土研究社で
でも。岡村君に話してみて下さい。来春北米に
行くかもしれない云々。

181 ５ 葉書 昭和３年 ９月10日 伊波普献
御序文はどうでせうか…刷上るのは十月の中頃
です。

796 ６ 葉書 昭和４年 １月７日 伊波普猷 謹賀 メキシコだより 十六日桑港発帰国。

851 ７ 封書 昭和４年
２月２日

（１月25日書）
伊波普猷

二月一日横浜着の予（定）。おみやげには
FrazerのMagic Art and Evolution of Kings

966 昭和４年 ４月９日 伊波普猷　他 似顔絵．寄せ書。

1014 ８ 葉書 昭和４年 ４月22日 伊波普猷 「古代研究」恵与御礼。

1124 ９ 封書 昭和４年 ５月28日 伊波普猷 古代研究贈恵御礼。

1127 葉書 昭和４年 ５月30日 伊波普猷
琉球戯曲集の広告文を書いてくれとのことです
が、自分では書きにくいので君に御依頼願いし
ようと思ひますが。

1222 10 絵葉書 昭和４年 ７月２日 伊波普猷 なるべく早く書いて下さい…。

1227 昭和４年 ７月４日 伊波普猷 書面欠。

1246 11 封書 昭和４年 ７月14日 伊波普猷
序文をお書き下さったさうで厚く御礼…廿三日
に立つ積もりですからあなたも是非一緒に。

1276 葉書 昭和４年 ７月26日 伊波普猷 往復の旅費丈用意されたらいゝと思います。

1318 12 電報 昭和４年 ８月４日 イハ（伊波普猷）
ダイカンゲイジユンビ…（不明）…ライユウヲ
コフ

1637 14 封書 昭和５年 ２月９日 伊波普猷 （英文）

1825 13 封書 昭和５年 ８月28日 伊波普猷
藤田が就職の件につき御願ひにまゐります。
ついでに琉球国由来記…拝借。

2145 昭和６年 ３月19日 伊波普猷

4508 15 封書 昭和10年 12月26日 伊波普猷

うるま即ちのろまの島三度目の印象如何です
か。仲宗根君其他の人に依頼状を出しておきま
した…重武翁もきいていらっしゃい。火の神考
は「宗教研究」で発表することにします…。

72 16 封書 昭和12年 ３月３日 伊波普猷
短歌文学全集御礼。「をなり神の島」結論未
だ。「あまみや考」のこと。

503 葉書 昭和17年 10月28日 伊波普猷 天地に宣る御礼。

658 葉書 昭和18年 12月13日 伊波普猷 死者の書御礼。

270 葉書 昭和23年 ５月６日 伊波冬子
芸術院受賞御慶び。尻無法さんと二人でお伺ひ
させて頂きたいと存じます。比嘉春潮氏葉書開
封（先生原稿のこと）

1378 封書 昭和26年 伊波冬子

先日はお忙しいところ御邪魔申上げ…あの本を
がらくたと一緒に納屋に置いて行くのも気がゝ
りで先生にお収めになって頂きたくお願ひ申上
げます（その他）本は二十日までに運送屋にお
届けさせます。

表３：折口信夫宛伊波普猷書簡

折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
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